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1 単元名 

地球的課題と私たち－世界の人口問題・都市住居問題－ 

 

2 単元の目標 

ESD の視点に立った学習指導で重視する能力・態度（国立教育政策研究所が例として示したもの） 

・途上国の現状を知り、その地域での課題について地理的思考力を駆使しつつ、歴史や文化などの視

点からも理解し、問題解決しようとする態度･姿勢を養う。【多面的･総合的に考える力】 

・多様化する世界の課題は、途上国だけに存在するわけではなく、自らの身近な地域で存在することを

認識し、解決に導く手段を他者と意見を交わす中で見つけていく思考力･判断力を養う。【進んで参加

する態度･他者と協力する態度･コミュニケーションを行う力】 

・急速な人口の変化に起因する課題を理解し、私たちの出来ることを考える。さらに、今後の途上国で

の人口爆発･先進国での少子高齢化で起こる問題を予測する。【未来像を予測して計画を立てる力】 

 

３ 単元の指導について 

（１）教材観 

 現行の学習指導要領の地理 A では、その目標を次のように定めてある。「現代世界の地理的な諸課

題を地域性や歴史的背景、日常生活との関連を踏まえて考察し、現代世界の地理的認識を養うととも

に、地理的な見方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養

う。」 本時で扱う「地球的課題と私たち」は、地球に起こる様々な課題を地理的・歴史的視点で考える

単元であり、上記に挙げた地理 A の目標を達成するために格好の単元と言える。本単元では、環境、

資源･エネルギー、人口、食料および居住･都市問題を扱うことになっている。ザンビアでは、水環境や

ごみ問題、銅のモノカルチャー、人口爆発に起因する諸課題、コンパウンド（スラム）やストリートチルド

レンなど本単元で扱うべき課題を見ることができた。よって、本単元で扱う対象地域としてザンビアは最

適であると考えている。 

 

（２）生徒観 

 本校はキリスト教（プロテスタント）学校であり、キリスト教を基盤とした教育を行い、国際的に活躍で

きる人物を育成することを目標としている。本時の対象生徒は、高校から入学してきた生徒であり、学

習に積極的な選抜クラスの生徒であるため、「海外」にも興味がある生徒が多い。しかし、ここでいう「海

外」とは、先進国である北米･欧州･豪州のことであり、決して開発（発展）途上国ではない。よって、途

上国への興味関心や知識は低いと言える。しかし、学園モットーの「学而事人」の通り、学んだことを人

の為に役立てようと考える心は育っており、途上国のことを知ることで生徒の興味関心を向上できると

考えている。男子 14 名、女子 24 名と男子が少なく、女子の方が目立つ印象であるが男女問わず活発

に話し合いができる生徒達である。 

 

（３）指導観 

 学習指導要領には、「地球的課題は地域を越えた課題であるとともに地域によって現れ方が異なっ

ていることを理解させ、それらの課題の解決には持続可能な社会の現実を目指した各国の取組や国

際協力が必要であることについて考察させる。」とある。授業の中で「人口問題」を扱うが、ザンビアと日

本の抱えている「人口問題」は異なる。そして、そこから派生する様々な問題も異なっている。まさに地

域によって現れ方が異なる事例となる授業である。この 6 時間の授業の中で、ザンビアの抱えている諸

課題を認識し、日本の協力のもと課題解決を目指している例を知ることで、国々の繋がりや国際協力
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の重要性も理解させたいと考えている。また、グループ学習や知識構成型ジグソー法などを利用したア

クティブラーニングを行うことで、クラス全員が考え、理解する授業を構築したいと考えている。 

４ 評価規準 

観点 関心･意欲･態度 思考力･判断力･表現力 資料活用の技能 知識･理解 

評価規準 ●途上国の実情を積

極的に知ろうとする態

度。さらに、人口問題

に 起 因 する あ らゆ る

課題を解決していこう

とする意欲を持ち、積

極的考えようとしてい

る。 

 

 

●人口増加によって起こ

る社会問題を理解し、他

者に伝えることができる。 

● グ ル ー プ 活 動 を 通 し

て、自分の意見だけでな

く、他 者 の意 見 を踏 まえ

ながら、意 見 をまとめ発

表できる。 

●図 ･表 ･ 写 真 か

らわかるこ とを整

理し、他者の意見

と 合 わ せ 総 合 的

に分析でできる。 

●人 口 増 加 によって

起こる社会問題、そし

てその背 景 を説 明 で

きる。さらに日本にお

いての問 題 まで も考

えることができる。 

評価方法 ●授業中の様子 

● グ ル ー プ ワ ー ク

の取り組み状況 

●授業中の様子 

●ワークシートの記述 

● ワ ー ク シ ー ト

の記述 

●授業の感想文 

●定期テスト 

５ 単元の構成 

時限 小単元名 学習のねらい 授業内容 

1 ザンビアの基礎知
識と SDGs 

ザンビアの概 要 （位 置 、気
候 、人 口、面積 などから平
均寿 命、銅を中 心とした経
済 ま で ） を 学 習 し な が ら 、
SDGs の 17 の目標を理解す
る。 
 

●パワーポイントでのザンビアの説明を聞き

ながらワークシートを完成さる。 

●知識構成型ジグソー法を利用してアフリ

カの植民地の影響を知る。 

●「1.貧困をなくそう」から、真の貧困とは何

か？を考える。（途上国だから貧しいのか？

先進国の貧しさとは？） 

2 フォトランゲージ① 
 

写 真から読み取れることを
もとに、ザンビアの課題を見
つけ、SDGs の 17 の目標の
どこに該当するかを考える。 

●SDGs の概要を学習し、学校周辺で撮影

された 3 枚の写真を、SDGs の視点から説明

する。 

●8 つの班に分け、それぞれの班に 3 枚の
異なる写真を配布し、班ごとにザンビアの
問題点を見つける。 

●写真から分かった問題点を班ごとに発表
してもらい、ザンビアの抱えている問題点を
クラスで共有する。 

3 フォトランゲージ② 前 回の班を２つ合わせて、
自 分 の班 の問 題 点 と他 の
班の問題点を合わせること
で、ザンビアの抱 える問 題
点を考える。 

●自分の班の写真をパートナーになった班
に説明する。 

●2 つの班の写真を合わせて導き出される
ザンビアの問題点を話し合う。 

●ザンビアの問題点を示すキーワードを３つ
挙げ、ザンビアの課題を模造紙に書き発
表する。 

4 途 上 国 の 人 口 増
加の諸問題 

多産多死 型→多産少 死 型
→少産少死型と変化する人
口転換の特徴を理解する。
また、人 口爆 発 によって起
こる諸問題を考える。 

●教科書を読み、人口転換の仕組みの説
明を聞き、ワークシートを完成させる。 

●途上国で人口爆発がなぜ起こるのか考え
る。 

●人口爆発によって起こる問題を考える。 
●チトゥレ村の水利用から未来を考える。 

5 「 人 口 増 加 と コ レ

ラ 」 か ら 考 え る 世

界 の 都 市 問 題 の

つながり 

コレラの原因が汚染された

水にあるだけではなく、その

背景の様々な問題までも理

解する。また、日本にも水に

まつわる課題があることで、

人 口 の急 速な変 化が原 因

となる問題が先進国にもあ

ることを気付かせる。 

●知識構成型ジグソー法を利用してザンビ

アのコレラ発生の原因を探る。 

●コレラに感染する流れを発表する。 

●コレラの発生の背景にあるキーワードを３

つ書き、さらに根本的原因を考える。 

●人口の急速な変化で起こる諸問題を考え

る。（途上国だけでなく先進国の問題も考え

る。） 
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6 地 球 的 課 題 を 解

決するために 

SDGs の 17 の目標を用いて

日本とザンビアの目標到達

度を考える。また、海外で活

躍している人のメッセージか

ら自分 の出 来ることを考 え

る。 

●ザンビアと日本の現状から、必要性の高

い順に SDGs の 17 の目標を順位付けさせ

（ダイヤモンドランキング）、その理由を考え

る。 

●ザンビアで活躍する日本人の映像を見て

生徒自身ができることを文章化し、真の国

際貢献とは何か考える。 

 

６ 授業事例の紹介 

小単元名【 「人口増加とコレラ」から考える世界の都市問題のつながり 】 

（１） 指導案 

（ア）実施日時 11 月 13 日（火）第 6 限  

（イ）実施会場 1 年 I 組（4405）教室 

（ウ）本時の目標 

●図や写真の情報を正しく読み取りコレラの原因を理解することができる（知識構成型ジグソー法）。 

●人口の急激な増加がコンパウンドをつくり、コレラの拡大を進めたと理解できる。 

●人口の急速な変化は、途上国だけでなく先進国でも問題を発生させることを気付くことができる。 

（エ）指導のポイント 

●知識構成型ジグソー法を用いることによって、生徒全員が参加し考えることで、それぞれが知識を

得ることができるような授業にする。 

●「人口の急速な変化」は途上国だけでなく、先進国にも問題を起こすことを確認させ、身近な地域

の課題をどのように解決するかという問題意識を植え付ける授業にする。 

（オ）本時の展開 

過程・ 

時間 
指導内容 学習活動 指導 

形態 指 導 上 の 留 意 点 評価 
(評価規準・評価方法） 

導入 

5 分 

①前時までの復
習 
②本時の流れ
の説明 

①前時までのプリントを振り返る。 
 
②説明を聞く。 
 

一斉 
 
一斉 

・これまでの学習の確認 
 
・知識構成型ジグソー法の
流れの確認 

 

展開 

35 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ

10 分 

③ルサカ市内の
コレラ発生の原
因の考察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④人口の急速
な変化で起こる
問題から途上
国･先進国で発
生する問題を考
えさせる。 
 
 
⑤途上国と先
進国の人口問
題から、繋がり
を考えさせる。 
 
⑥本時のまとめ 

③-1 図A,B,Cの各図からわかる
ことを書き出す。 
 
 
③-2 各図同士で集まり、読み取
った内容を共有する。（エキスパ
ート活動） 
 
③-3 A,B,Cの図を持つ3人組を
作り、それぞれの情報から問い対
する答えを導き出す。（ジグソー活
動） 
 
③-4 コレラの原因となるキーワ
ードを3つ考える。  
 
③-5 コレラの流行する根本的な
原因を考える。 
 
④-1 人口の急速な変化によって
起こる問題を書き出す。 
 
④-2 途上国の問題だけでなく、
日本にも人口減少に基づく問題
があることに気付く。 
 
 
⑤チトゥレ村の水問題、ルサカの
コレラ、秩父市の水道問題、日本
の都市型水害を例として表に分
類する。 
 
⑥本時のまとめを書く。 

個人 
 
 
 
グル
ープ 
 
 
 
グル
ープ 
 
 
グル
ープ 
 
グル
ープ 
 
個人 
 
 
個人 
 
 
 
 
個人 
 
 
 
 
個人 

・辞書を使用しても良いこ
とを伝える。 
 
 
・グループ毎にまとめ役を
決める。 
 
 
・グループ毎に意見をワー
クシートにまとめさせる。 
 
 
 
・ワークシートに書かせる。 
 
 
・短時間グループで話し合
わせる。 
 
・短時間で考える。 
 
 
・途上国のことだけに目が
向いていたことに気付かせ
る。 
 
 
SHRのコラム学習などの知
識も引き出すように質問す
る。 
 
 
数人に発表させる。 

●課題に対して
積極的に取り組
んでいるか？ 
 
●グループ活動
に積極的に参加
しているか？ 
 
●自分の意見だ
けでなく、他者の
意見も取り入れら
れるか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●本時で学習し
たことを自分の考
えも交えて、文章
化しているか？ 
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◎ジグソー活動での問い・・・「コレラ発生の原因を探ろう！」 

◎ジグソー法で用いた３つの図 

（A）ルサカ市で発生したコレラの分布    （B）コレラの発生時期    （C）コレラの発生場所の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

JICA ザンビア事務所資料を一部改変 

◎（A）（B）（C）の各図の生徒の考え（エキスパート活動） 

･図（A）  点の少ない上の写真の地域は、街並みが整備されている。家が整然と並んでいる。直交し

た道路。木が多い。お金持ちの家？それぞれの家が広く大きい。→コレラの発生が少ない。 

・図（A）  点の多い下の写真の地域は、家の並びがバラバラで数も多い。家と家の間隔が狭く密集し

ている。木が少ない。道が曲がっている。家が小さい。→コレラの発生が多い。 

・図（B）  南半球の雨季にあたる 12 月から 1 月にかけてコレラの発生が多い。乾季の 6 月以降コレラ

は発生していない。非常用の貯水タンクを使用後や塩素消毒後はコレラの発生が減少してい

るが、洪水後にまた増加している。→雨季や洪水など水が多い時期にはコレラが多く発生し

ている。 

・図（C）  上の写真は埋められた井戸？バケツは水を汲むためのもの？子どもがいるが整備されてい

ない場所のように見える。危ない場所？下の写真は右側にトイレらしきもの？がある。左には

水場がある。洗濯物が干してある生活の場。子どもが触れられる水場。衛生的とは言えない

場所。→井戸や水場の近くにトイレがある。コレラの汚物が井戸や水場に流れ込み、コレラが

発生する。 

 

◎（A）（B）（C）を合わせて導き出した生徒の答え（ジグソー活動） 

・コンパウンド（スラム）のように家が密集していたり、水道がなかったりすると、雨季で土地が水浸しに

なると、トイレのふん尿が流れ出す。結果としてこれらを飲むことになるので、コレラに感染する。さらに、

周辺の人々にうつり、多くの人が簡単に感染するようになる。整備されている町では水道が整備されて

いて安全な水が飲めるためにコレラは発生しないのではないか。人口の急増がコンパウンドをつくり、コ

レラを発生させるような劣悪な環境を作ってしまったのではないか。 

問）急速な人口の変化が原因となるコレラ以外の問題はありませんか？ 

答え）急速な人口の変化は途上国だけではなく、先進国にもある。よって、先進国にも課題が多くある。 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１                                        

生徒が考えたコレラ発生のキーワード 

密集 過密 雨季 衛生状態 コンパウンド 整備不足 汚水（排水）の再利用 貧困 人口密集 

汚水 下水処理 トイレの整備不足 生活排水 未整備の様々な施設 人口増加 人口急増  

 図 2 
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図３                            図４ 

【図の説明】 

図１では、「水」がもたらす諸問題が途上国･先進国の田舎と都会でどのようにあらわれるか示した。

ザンビアでは人口爆発が起こることで発生する問題、日本の秩父市では人口減少期に入り水道の漏

水が問題になっている。人口の急速な変化によって水問題の現れ方か違うことを確認した。 

図２は授業のまとめの図である。横軸には時間を縦軸には先進国と途上国（都市の成長度？）をと

った。授業で扱った 4 都市を図に書きそれぞれの都市の課題を書いた。人口増加することでチトゥレ村

がルサカ市のような都市になり、ルサカ市はそのうち東京のようになるイメージを持たせた。その後、人

口減少期になる秩父市の山村はチトゥレ村と似た環境を持つことを示した（秩父市ではなく丸森町でも

代替できた）。この図を用いて、現在の東京の問題は将来のルサカ市の問題であり、秩父市の問題は

将来の東京の問題であると考えさせ、人口の増減によって世界の都市問題はつながっていて、目の前

にある身近な問題を解決することが、将来世界の他の都市で役立つかもしれないと考えさせた。 

図３では、2100 年の都市人口ランキングから今後の世界の変化を考えさせた。 

（２）授業の振り返り 

1 時限目にザンビアの基礎知識について学習したが、生徒にとっては 2 限 3 限目のフォトランゲージ

によってザンビアのイメージがつかみやすかったようである。フォトランゲージ①はクラスを 8 班に分け、

ザンビアで撮りためた写真を 3 枚各班に配布した。その際、教師側で「水」「学校」「病院」「都市」「トイ

レ」「銅」「感染症」「子ども」とテーマを持って 3 枚の写真を選択した。このテーマは生徒には伝えず、写

真の読み取り後、班ごとに写真のタイトルを決めさせた。フォトランゲージ②では、前時の班を 2 つ合わ

せて、2 つの班の 6 枚の写真からザンビアの課題を探らせた。この活動によって、ザンビアのイメージを

深めていったように感じられた。短期間で国のイメージをつかませるにはフォトランゲージは非常に良い

手法であると思う一方で、一面的なことしかつかませていないのではないかという課題も浮かんできた。 

4 時限目は人口爆発の問題で、教科書を用いながら授業を行った。教科書中に出てくる人口転換の

仕組みを教え、なぜ途上国で人口爆発が起こるのか。それに伴って引き起こされる様々な問題を考え

る契機になった。チトゥレ村で人口爆発が起こったら？という問いに対して、「食糧難」「争い」「病気」な

どとともに「質の悪い教育」という答えがあり、教科書の知識以上の考えが出てきたことに驚いた。 

5 時限目は研究授業ということもあったが、ジグソー法を取り入れて、生徒の動きがあり、かつしっか

りと考える時間を持てたと思う。ただし、この授業を行うにあたり、下準備が必要とされた。コレラについ

ては生徒達に知識がなく、コレラに関する動画を LHR の時間に見ることで知識を高めた。また、朝の

SHR で行っている新聞コラムを読む時間を使って、秩父市の水道問題や東京の都市型水害などの知

識を広めることで、この授業が成り立ったと考えている。 

6 時限目はザンビアと日本の SDGｓのランキング表を作成させた（図 4）。この表からザンビアの得意

分野は日本に足りていないところ、日本の得意分野はザンビアに足りていないことがわかり、相互協力

することが大切であることを考えさせた。全員が意見を出しながら、表を作っていたのが印象的である。 

（３）使用教材 

https://globalhealthmedia.org/（コレラに関する動画） 

NHK 高校講座地理「アフリカ」（丸森町プロジェクトについて） 

朝日新聞社 『2030SDGs で変える 2017.7-2018.1』 

 

７ 単元をとおした児童生徒の反応/変容 

・海外に視点を向ける生徒が増えた。「将来は外国で働きたい」「法学を学び、途上国の法律整備をし

ていきたい」「途上国の教師になりたい」など、キャリア教育としても生徒の意識を変えていった。 

・ジグソー法やダイヤモンドランキングなどの手法によって、生徒達が主体的に学びあったり協力し合っ
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たりすることで、共に知識が向上するだけでなく、クラスの雰囲気も良くなっていった。 

・ある生徒の感想 『日本とザンビアとで「当たり前」には大きな違いがあり、それぞれの国で当たり前の

基準の違い（格差）を縮めることが、本当の意味での平和であり、世界各国が目指すべき最終到達地

点であると思った。』 これを読んで、誰一人取り残されない世界の実現を目指す SDGs の根本が分か

っていると実感できた。 

 

８ 授業実践全体の成果と課題及び課題の改善策 

派遣前はアフリカの地誌で授業を行うこと、そしてフォトランゲージ主体で授業を行うことの 2 点を決

めていましたが、内容はあまりしっかりしたものはなく本当に授業ができるか心配だったことを覚えてい

ます。しかし、派遣中に小中学校や教員養成校、病院などを巡る中でアフリカの地誌ではなく、地球的

な課題としてザンビア授業をしたほうが面白いのではないかと考え始めました。チトゥレ村を訪れ、水利

用の話しを聞いて「これだ」と思いました。ただし、これだけでは授業は作れないので、都市の問題として

コレラを扱う授業を試みました。どちらも水に関係しているので授業しやすいなと思っていました。派遣

後、授業を考えるうえで、途上国の問題だけに目が行く自分に気付き、先進国の問題も身近な課題と

して考える必要があるのではないかと思いました。そこで、人口増加期の国と人口減少期の国の水に

関係する問題をテーマ（水×人口問題×都市問題＝世界とのつながり）とすることができ、指導案がス

タートできました。浅井戸の写真や柱状図などを探していればもう少し詳しく説明ができたと思いました

が、私自身の準備不足が出てしまいました。このように最初の考えからはズレてきましたが、真剣に考

えるうちに私自身も指導案を楽しみながら作ることができました。派遣中は頭が混乱するくらい、多くの

有益な情報が入ってきます。その情報の中から授業に使えそうなネタを取捨選択することが本当に難

しいと感じました。また、授業では現地の問題点だけ挙げるのではなく、日本や身近な地域での課題も

扱うと生徒自身が考えやすいのではないかと思いました。 

実践の最大の成果は、SDGs や国際理解教育に関心を示す教員が現れたことです。研究授業にも

多くの先生方が来てくれました。保健室の養護教諭は玩具が入っている「Hope Soap」という石鹸の話

しをしてくれて、「途上国の子ども達が手洗いをこまめにするようになり病気が少なくなっている」と話し

てくれました。国語科のある先生は「ザンビアという国名を最近よくテレビで聞くんだよね」と話し、「途上

国への関心が高まっている」と話していました。また、若手教員の数人は研究会などに積極的に行き、

新しい手法を学び、授業を変えたいと懸命に学んでいます。 

今後の課題としては、来年は学年でこのザンビア授業ができるように、より分かりやすく簡略化できる

ところとできないところをはっきりさせ、リーダーとして学年全体で SDGs を考えていきたいと思います。 

 

９ 教師海外研修に参加して 

百聞は一見に如かず。教科書に書かれている知識が私のアフリカに関する知識の全てでしたが、自

らの足で歩き、目で見て、手で触れ、鼻で嗅ぐことによって新たなアフリカ像が構築できました。この研

修中に国際貢献とは何か？とくに日本の国際貢献の特徴を知ろうと考えていました。資金を与えれば、

学校ができ道路ができ橋ができる。このようなハードな貢献もありますが、やはり人を育てる大切さが日

本の凄さであると感じられました。人を育てるために JIAC スタッフをはじめ、青年海外協力隊の若い力、

シニアボランティアの経験が活かされ人を育てる国際協力が根付いていると感じました。また、この研

修の参加者で話し合った「支援から協力へ」という問題は、国際理解教育の重要課題だと思います。

私自身も支援という言葉を使っていました。しかし、一方的な支援ではなく、その国が自ら考え、自ら行

動を起こすとき、その傍らに立ち共に協力をしあうことが重要であることもこの研修中に多くの人から聞

くことができました。また、丸森町の人々が自分たちのやっている農業を再び考えさせられる契機となっ

たという話を聞いて、与えることだけでなく与えられることもあることを実感させられました。「支援から協

力へ」という言葉は生徒にも考えさせたいと思います。 

チトゥレ村で考えた「人口増加したら水利権の問題が起こってくる」という直感はおそらく間違っていな

いはずです。その問題が解決されたら、その後にさらに異なる新しい問題が生まれてくるはずです。この

経験から国際理解教育だけでなく教育の根本は「次々に出てくる新たな問題や課題を解決できる能力

を育てること」なのではないかと考えさせられました。これらで得た知見は教科書や資料集には書いて

いない生のアフリカでありザンビアです。一生の宝になりました。今の私にとってザンビアは距離的には

遠いけれども、心理的に近い国となりました。2100 年の世界の都市人口ランキングをみて、私たちの常

識はすぐに通用しなくなる時代が到来すると感じ、これからの時代を担う生徒に何をどう教えるべきな

のかと再考するきっかけを頂いたように思います。 


